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科学技術振興機構報 第１６８６号 

令 和 ６ 年 ４ 月 ２ ２ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 
科学技術振興機構（ＪＳＴ） 
Tel：03-5214-8404（広報課）  
URL https://www.jst.go.jp  

 

経済安全保障重要技術育成プログラム（Ｋ Ｐｒｏｇｒａｍ）における 

新規採択課題の決定について 

（令和５年度第１回募集）   
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、内閣府および文部科学省が定めた研究開発構想を受

け、経済安全保障重要技術育成プログラム（Ｋ Ｐｒｏｇｒａｍ）における新規採択研究

開発課題を決定しました。 

Ｋ Ｐｒｏｇｒａｍでは、中長期的に日本が国際社会において確固たる地位を確保し続

ける上で不可欠な要素となる先端的な重要技術を育成するため、国が定めた研究開発ビ

ジョンや研究開発構想に基づき、研究開発を実施します。ＪＳＴでは研究開発構想（個別

研究型）に関してはプログラム・オフィサー（ＰＯ）が、研究開発ビジョンの達成と研究

開発構想の実現に向けて、研究開発課題の実施を指揮・監督します。実施に当たっては、

研究開発課題提案の募集を行い、ＰＯが外部有識者らの協力を得ながら選考を行います。

なお、公正で透明な評価を行う観点から、ＪＳＴの規定などに基づき、利益相反マネジメ

ントを行います。 

今回、以下の研究開発構想について、研究開発課題を採択しました（別紙１）。 
 
個別研究型 
「宇宙線ミュオンを用いた革新的測位・構造物イメージング等応用技術」 

 

今後、研究開発ビジョンの達成と研究開発構想の実現に向けて、より効果的・効率的な

研究開発となるよう、採択された研究開発課題の研究代表者は、ＰＯの指揮の下で研究開

発の詳細計画の作り込み（提案した研究開発計画の見直しおよび具体化など）を行った上

で研究開発を開始します。 

 

詳細はＫ Ｐｒｏｇｒａｍのウェブサイトをご覧ください。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/k-program/ 
 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：採択研究開発課題一覧 

別紙２：評価者一覧 

参考１：経済安全保障重要技術育成プログラムの事前評価における選考の観点 

参考２：経済安全保障重要技術育成プログラムにおける研究開発課題募集の概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 先端重要技術育成推進部 

〒102-0073 東京都千代田区九段北４－１－７ 九段センタービル 

千田 篤史（センダ アツシ） 

E-mail：k-program_koubo[at]jst.go.jp ※電子メールでお問い合わせください。 
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＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 
例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあま

たの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦

略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンド

の運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支え

ながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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採択研究開発課題一覧 

 

研究開発構想（個別研究型） 

「宇宙線ミュオンを用いた革新的測位・構造物イメージング等応用技術」 

研究開発課題名 研究代表者（所属・役職） 研究開発概要 

時刻と二次元位

置を同時に測定

する高抵抗板検

出器の開発 

（仮称） 

石川 貴嗣 

（大阪大学 核物理研究セン

ター 教授） 

時刻と二次元位置が高精度に測定できる

高抵抗板を使ったガス増幅検出器（ＭＲ

ＰＣ）を開発し、ミュオンのエネルギー

に感度を持ったイメージング検出器の開

発を行います。専ら高精度な時刻測定に

用いられていた素粒子原子核実験の高抵

抗板検出器ＭＲＰＣに二次元位置を読み

出す機能を付加し、火山内部の透視を行

うための宇宙線ミュオン検出システムを

構築できるようにします。火山観測で有

効に使えるように、開発するＭＲＰＣは、

１メートルｘ１メートル程度の大型、か

つガス置換が不要の可搬性を持ったもの

とします。 

ミュオン特性Ｘ

線を用いた元素

分布の可視化技

術の開発 

（仮称） 

梅垣 いづみ 

（高エネルギー加速器研究機

構 物質構造科学研究所 助

教） 

「ミュオン特性Ｘ線を用いた元素分布の

可視化技術の実現と、その応用に関わる

検出器などの要素技術開発およびデータ

処理技術の高度化」を目的とします。軟

Ｘ線から硬Ｘ線帯域の多チャネルの半導

体イメージャーの要素技術は日本独自の

技術であり、それをさらに発展させ、大

型施設加速器で展開してきた、ミュオン

特性Ｘ線を用いた元素分布の可視化技術

を底上げ、構図物イメージングにつなが

る技術開発を行います。 

仮想測位基準点

を構築する即時

分散データ処理

技術 

（仮称） 

大田 晋輔 
（大阪大学 核物理研究セン

ター 准教授） 

海底、地下や建物内など衛星測位システ

ムや有線による時刻同期が活用できない

環境・状況下においても宇宙線シャワー

面を用いてシステム内を１０ナノ秒で時

刻同期し、１メートル以下での測位が可

能な仮想測位基準点の構築を目指した、

新しい即時分散データ処理技術を開発し

ます。この技術では５０ピコ秒の有線時

刻同期を広域にわたって実現し、宇宙線

シャワー面を同定・配信することで測位

対象地点が使用できる基準点を仮想的に

１００倍程度にまで増加させます。 

別紙１ 
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運動量測定によ

る汎用高分解能

ミュオンラジオ

グラフィシステ

ムの開発 

（仮称） 

角野 秀一 
（東京都立大学 大学院理学

研究科 教授） 

宇宙線ミュオンの運動量測定が可能で、

かつコンパクトな、ミュオンラジオグラ

フィシステムの開発を行います。プラス

チックシンチレータ、およびその読み出

し回路、永久磁石などの構成要素からな

るシステムを構築し、ポータブル電源で

も運用可能な低消費電力のシステムを目

指します。永久磁石などの各構成要素は

モジュール化することにより、分割して

の運搬および現地での組み立てが可能な

システムとします。誰でも容易に利用で

きるようにシステムを作り込み、ソフト

ウェアとハードウェアをパッケージとし

て一般に提供することを最終目標としま

す。 

超伝導転移端マ

イ ク ロ カ ロ リ

メータを用いた

宇宙線ミュオン

による超高分解

能元素分析 

（仮称） 

河村 成肇 
（高エネルギー加速器研究機
構 物質構造科学研究所 特
別准教授） 

超伝導転移端マイクロカロリメータ（Ｔ

ＥＳ）を用いて、宇宙線ミュオンによる

元素分析を実現します。ＴＥＳは従来の

半導体Ｘ線検出器と比べて３０倍以上の

超高分解能を持ち、宇宙線ミュオン由来

の特性Ｘ線を、自然放射能などからの

バックグラウンドに埋もれることなく、

観測を可能にします。装置のポータブル

化により場所を選ばずに、あらゆる元素

を対象とした汎用非破壊分析法・イメー

ジング法の開拓を目指します。 

小型で人工的に

高強度のミュオ

ンを生成するコ

ア技術の開発 

（仮称） 

下村 浩一郎 
（高エネルギー加速器研究機
構 物質構造科学研究所 教
授） 

ミュオンの物質透過能力の高さを生か

し、インフラ構造物やコンテナなどの内

部を非破壊で透視するイメージング技術

の革新的な発展に向け、人工的に高強度

のミュオンを生成する小型システムのコ

ア技術を開発します。小型で人工的に高

強度のミュオンを生成するためには、

ミュオンを一旦減速し加速する技術（再

加速技術）と小型ミュオン発生加速器が

コア技術として必要であり、これらを確

立します。 

Ｇｌａｓｓ Ｇ

ＥＭによる革新

的高分解能ミュ

オンイメージン

グ検出器の研究

開発 

（仮称） 

高橋 浩之 
（東京大学 大学院工学系研

究科 教授） 

日本発の気体放射線イメージング技術で

あるＧｌａｓｓ ＧＥＭ検出器をミュオ

ン測位技術に応用して、現在熊本県で建

設が進められている先端半導体技術を用

いた多チャネルの専用集積回路（ＡＳＩ

Ｃ：Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｐｅｃｉ

ｆｉｃ Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｃｉｒｃ

ｕｉｔ）による信号読み出しと組み合わ

せ、高分解能測定システムを開発するこ

とで高分解能ミュオンイメージングを実
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現します。これによりセンチメートル

オーダー分解能の高分解能・高効率の

ミュオン位置測定システムの構築を低コ

ストで実現します。 

可搬型広角ミュ

オン４元運動量

計測装置と高運

動量ミュオン源

の開発 

（仮称） 

野海 博之 
（大阪大学 核物理研究セン

ター 教授） 

リングイメージングチェレンコフ検出器

（ＲＩＣＨ）を利用した新しい可搬型の

ミュオン測定装置（μＲＩＣＨ）を開発

します。μＲＩＣＨは、高エネルギーミュ

オンの運動量を１０～２０パーセントの

精度で測定し、同時にミュオンの飛来方

向をプラスマイナス２５度の広い角度領

域にわたり測定できる比較的コンパクト

かつ軽量可搬な検出器です。加えて、世

界的に稀有かつ日本では唯一となる高エ

ネルギーミュオンビームラインを整備し

ます。 

宇宙線ミュオン

構造物イメージ

ングのための原

子核乾板の要素

技術開発 

（仮称） 

森島 邦博 
（名古屋大学 大学院理学研

究科 准教授） 

名古屋大学の独自技術であり唯一無二の

特徴を持つ「原子核乾板」による宇宙線

ミュオン構造物イメージングの高度化を

進めます。具体的には、多様な観測環境

での耐性強化のために新型原子核乾板お

よび新型自動飛跡読取装置の開発を進

め、可視化対象ごとに最適な検出器の設

計法を開発します。また、検出器の製造

から設置・回収、現像、解析に至る人的介

在を必要とする各種工程の省力化・迅速

化・高精度化を図ります。 

 

※研究開発課題名は調整により変更になることがあります。  
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評価者一覧 

 

研究開発構想（個別研究型） 

「宇宙線ミュオンを用いた革新的測位・構造物イメージング等応用技術」 

（五十音順、敬称略、所属・役職は令和６年４月時点） 

  

 氏名 所属・役職 

プログラム・ 

オフィサー（ＰＯ） 
中野 貴志 大阪大学 核物理研究センター センター長 

分科会委員 

大竹 淑恵 
理化学研究所 光量子工学研究センター 

チームリーダー 

杉山 純 
総合科学研究機構 中性子科学センター 

サイエンス・コーディネータ 

高橋 忠幸 東京大学 カブリ数物連携宇宙研究機構 特任教授 

東城 順治 九州大学 大学院理学研究院 教授 

三宅 康博 高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 

研究員／名誉教授 

吉村 浩司 岡山大学 異分野基礎科学研究所 教授 

別紙２ 
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経済安全保障重要技術育成プログラムの事前評価における選考の観点 
 

１．研究開発ビジョンの達成および研究開発構想の実現に向けた達成目標の妥当性並びに多

様な分野における研究成果活用の実現可能性  

 

２．研究開発課題の達成目標に向けた実施内容の妥当性 

・ 研究開発項目・内容 

・ 実施体制 

・ 研究資金計画 

・ 安全管理措置の計画 

 

※ 安全管理措置とは、研究開発に関する情報を適切に管理するための措置や、機微な

情報に対する守秘義務履行のための必要な措置をいいます。 

 

 

参考１ 
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経済安全保障重要技術育成プログラムにおける 

研究開発課題募集の概要 

 

１．事業の趣旨 

Ｋ Ｐｒｏｇｒａｍでは、中長期的に日本が国際社会において確固たる地位を確保し続
ける上で不可欠な要素となる先端的な重要技術について、経済安全保障推進会議および統
合イノベーション戦略推進会議が定めた研究開発ビジョンの実現に向け、内閣府および文
部科学省が定めた研究開発構想に基づき、研究開発を実施します。 
また、Ｋ Ｐｒｏｇｒａｍは経済安全保障推進法における特定重要技術の研究開発の促

進およびその成果の適切な活用を目的とする事業に位置付けられています。 

２．事業の特徴 

研究開発構想には、重要技術の獲得を目指す比較的大規模な研究開発プロジェクトの研

究開発構想（プロジェクト型）と、重要技術となり得る要素技術や研究開発プロジェクトの

高度化に資する要素技術などの獲得を目指す個別研究の研究開発構想（個別研究型）があり

ます。 

研究開発構想（プロジェクト型）に関してはプログラム・ディレクター（ＰＤ）が、研究

開発構想（個別研究型）に関してはプログラム・オフィサー（ＰＯ）が、研究開発ビジョン

の達成および研究開発構想の実現に向けて、研究開発課題の実施を指揮・監督します。 

また、関係府省との情報共有や意見交換の場などとして協議会が設置される予定です。 

３．募集期間 

令和５年６月３０日（金）～令和５年９月７日（木）正午 

４．ＪＳＴが研究開発課題を募集する研究開発構想 

個別研究型 

「宇宙線ミュオンを用いた革新的測位・構造物イメージング等応用技術」 

ＰＯ：中野 貴志（大阪大学 核物理研究センター センター長） 
 

   

以上 

 

参考２ 


